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第 10回 ヨーロッパ国際魚類学会に参加 して

On the 10th lnternational European(Congress

of lchthyology9 Prague,

Czech Republic,September 3-7,2001

本年 9月 3日 から7日 にかけて,チ ェコ共和国の首都

プラハで開催 された第 10回 ヨーロッパ国際魚類学会

(ECIX)に 参加 した.こ の魚類学会は3年に 1回 , ヨー

ロッパ各国を主催国として開催されるのが通例 となって

いる.しかし,前 回 (1997年 )の イタリア (ト リエステ)

での開催以降,会議開催を引き受けるホス ト国がなかな

か決まらなかったため,今回は4年 目の開催 となった次

第である.

今回の大会会長を務めたのは,プラハにあるチェコ国

立農科大学のPctr Lab教授で,日 本魚類学会の国外会員

でもある.彼 に聴いた話では,大会への参加者は約40

カ国,284人で,前回 (60カ 国,約 350人 )よ り少 し減

ったが,ついlo年 ほど前までは社会主義国であった国で

の初めての開催 としては,盛会であったと評価できるだ

ろうとの言であった。 日本からの参加者は,高木和徳 ,

藪本美孝の2氏 と私の3名 と,今年,南 アフリカで開催

されたIPcと 較べるとたいへん少ない参加であったと言

える.

大会は,3日 午前中での大会会長のLabさ んとECI会

長のMo COttelatさ んの挨拶,M.Penazさ んによるOutline

ofrecent ichthyology in the Czech Republicの オープニング

アドレスに続き,Cottelatさ んのThe nshes of Laosの タイ

トルによるPlenary Lectureで幕を開けた.そ して,午後

からは一般講演が始まり,7日 の午前中まで続けられた.

設けられたセッションは,1)Anatomy9 Histology&Mor―

phology9 2)BiogeOgraphy&Distribution,3)Conservation&

Introduction,4){CytOgenetics, 5)Databases lssues, 6)Eco―

toxicology9 7)Fish Community&Population/Species Dy―

namics,8)Fish Physiology9 9)MoleCular Ecology9 Phy¨

logeny, Phylogeography & Systematics,  10) OntOgeny,

Larvac&;Reproduction,11)PaleOntology9 12)ParaSit01ogy9

13)Systematics,Taxonomy&Phylogeny,14)TrophiC Rela―

tionships&Feeding,Foodの 14セ ッシヨンであり,それら

が3会場に分かれて回頭発表されるとともに,別の1会

場でポスター発表 が繰 り広げられた.

全発表演題数は約 150題 で,その8割以上が淡水魚類

を扱ったもの.中でも,ob′′お属 (7題)と の′′
"s属

(10

題)に関する発表が日に付いた.私は,セ ッション9で

「極東アジアの淡水カジカ類の系統 と分散」というタイト

ルで発表を行ったが,その後に7題の講演が続いたため
,

それらはcο′′夕sの ミニセッションとして位置づけられた

ほどである.カ ジカ属魚類に関するヨーロッパの研究者

の発表は,すべてc rbjθ の分子系統に関するものばか

りで,降河回遊性のアユカケや両側回遊性のカンキョウ

カジカ,エ ゾハナカジカなどを含めた極東アジアのカジ

カ属についての発表は異色であったらしい.その発表の

翌日に関係発表者が集まってカジカ・ミーテイングを開

き,サ ンプルの交換や今後の研究課題についての意見交

換が行うことができた.ま さに,わ ざわざプラハまでや

って来た甲斐があったわけである.

一方,9月 4日 の午後に開催 されたAgenda of Generd

Assembly of EIS― informal discussion about EIS issuesで は
,

ヨーロッパの淡水魚類の40%以上の種が絶減危惧にある

のに,それらの多様性 と保全に関する研究発表がたいへ

ん少なかったことが cOttelatさ んから指摘された.そ し

て,前 回のイタリア大会でFish Biodiversityが メインテー

マとされたような取 り組み (企画)が今後必要であると

強調されたのが印象に残った.ま た,6日 午後に開催さ

れたGeneral Assembly of EISの 場では,こ の学会活動の

アクテイビテイーを高めるための方策として,学術雑誌

の刊行が必要であるとする意見や, 日常活動に必要な資

金を確保するのにメンバーズシップ制を確立すること
,

また大学院の学生たちがもっと大会に参加 しやす くする

ための補助制度の確立を求める意見などが数多 く出され

た.しかし,こ れらの課題のほとんどは今後の検討課題

として積み残され,実施が決定されたのは,電子メール

を使ってニュースレターを定期的に送付することくらい

であった.地理的に離れたヨーロッパ各国では,経済状

態も異なり,同一の意識 レベルで学会を運営・維持 して

いくことがいかに困難なことであるかを見せつけられた

集まりであった.

次回の第 H回大会は2004年 に開催されるはずである

が,そのホス ト国は今年の 12月 中に決定するとしてペン

デイングにされた.3年後の大会にはもっと多 くの日本

の魚類研究者が参加することを願つて,今後, ヨーロッ

パ魚類学会の情報を提供 していく予定である.
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